
漁業の許可及び取締り等に関する省令第十四条第三項の

農林水産大臣が定める大臣許可漁業における資源管理の状況等の

報告書の提出期限及び様式を定める件

令 和 ２ 年 1 1 月 1 6 日

農林水産省告示第2232号

漁業の許可及び取締り等に関する省（ 昭和三十八年農林省令第五号）第十四条第三項(

の規定に基づき、同項の農林水産大臣が定める大臣許可漁業における資源管理の状況等の

報告書の提出期限及び様式を次のように定める。

漁業の許可及び取締り等に関する省令第十四第三項の農林水産大臣が定める大臣許可漁

業における資源管理の状況等の報告書の提出期限及び様式は、次の表の上欄に掲げる報告

書ごとに、それぞれ同表の中欄に掲げる提出期限及び同表の下欄に掲げる様式とする。

報告書 提出期限 様式

沖合底びき網漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第一

以西底びき網漁業に係る漁獲成績報告書 陸揚げ後十日以内 様式第二

遠洋底びき網漁業に係る漁獲成績報告書 陸揚げ後十日以内 様式第三

東シナ海はえ縄漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第四

大西洋等はえ縄等漁業に係る漁獲成績報告書 陸揚げ後十日以内 様式第五

太平洋底刺し網等漁業に係る漁獲成績報告書 陸揚げ後十日以内 様式第六

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書 日本海・ 翌月の十日まで 様式第七(

)九州西部

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（北部太平 翌月の十日まで 様式第八

洋・中部太平洋・南部太平洋 かつお・まぐろ類）)(

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（太平洋中 毎月十日、二十日及び 様式第九

央・インド洋） 末日まで

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（太平洋） 翌月の十日まで 様式第十

（かつお・まぐろ類以外）

基地式捕鯨業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第十一

母船式捕鯨業に係る漁獲成績報告書 陸揚げ後十日以内 様式第十二

かじき等流し網漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第十三



東シナ海等かじき等流し網漁業に係る漁獲成績報告 翌月の十日まで 様式第十四

書

かつお・まぐろ漁業に係る漁獲成績報告書（浮きは 毎月十日、二十日及び 様式第十五

え縄・百二十トン以上） 末日まで

かつお・まぐろ漁業に係る漁獲成績報告書（浮きは 陸揚げ後十日以内 様式第十六

え縄・百二十トン未満）

かつお・まぐろ漁業に係る漁獲成績報告書（釣り） 陸揚げ後十日以内 様式第十七

中型さけ・ます流し網漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第十八

北太平洋さんま漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第十九

ずわいがに漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第二十

日本海べにずわいがに漁業に係る漁獲成績報告書 翌月の十日まで 様式第二十一

いか釣り漁業に係る漁獲成績報告書 陸揚げ後十日以内 様式第二十二

附 則

この告示は、指定漁業の許可及び取締り等に関する省令の一部を改正する省令 令和二(

年農林水産省令第四十八号 の施行の日 令和二年十二月一日 から施行する。) ( )



農林水産大臣　殿 年 月 日

年 月分

月 日

□前回の報告と同じ

様式第一

操業
漁獲量

計
（kg）

　
　
月

　
　
日

陸揚げ

陸揚港 備考

沖合底びき網漁業に係る漁獲成績報告書

主

トン トン

従

乗組員数

漁船登録番号 操業区域

漁業の方法

操業日数 日人

報告書取扱責任者

船舶名

許可番号

ひき網
回数

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

総トン数

漁ろうを指揮監督する者

主

□別添のとおり

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

報告年月日

報告対象期間

合    計

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

従

人

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類

操業位置

漁　　区

□別添のとおり



年 月 日

農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

様式第二

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

トン トン

操業位置

漁ろうを指揮監督する者

ひき網
回数

以西底びき網漁業に係る漁獲成績報告書

従

出港年月日

漁獲量
計

（kg）

年　　月　　日（　　　　　港）

入港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

陸揚げ

日総トン数 乗組員数

船舶名

□前回の報告と同じ

報告年月日

報告対象期間

報告書取扱責任者

許可番号 漁船登録番号

漁　　区

操業

主 従 主

合    計

操業区域

漁業の方法

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

備考　
　
月

　
　
日

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

操業日数人 人

陸揚港

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

□別添のとおり



年 月 日

農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

□前回の報告と同じ

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業区域

漁業の方法

操業日数 日

水深
（ｍ）

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

合    計

　
　
月

　
　
日

陸揚げ

陸揚港 備考

操業 操業位置
主たる
対象魚

種 回数

トン

緯度 経度

人

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

乗組員数総トン数

ひき網

時間

船舶名 漁ろうを指揮監督する者

許可番号 漁船登録番号

報告年月日

報告対象期間

遠洋底びき網漁業に係る漁獲成績報告書

様式第三

□前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

出港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

入港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

報告書取扱責任者

漁獲量
計

（kg）

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

様式第四

操業区域

漁業の方法

一鉢の鈎数

操業日数 日

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

その他 　
　
日

備考陸揚港箱数計 尾数計漁法
とらふぐ からすふぐ まふぐ

乗組員数

きだい きんめだい しろぐち はも いとよりだい 　
　
月

報告年月日

報告対象期間

年　　　　　月　　　　　日　　　

年　　　　　　　　月分　　　

東シナ海はえ縄漁業に係る漁獲成績報告書

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法人）

漁船登録番号

漁ろうを指揮監督する者

魚種別漁獲量（箱数）
操業

人

陸揚げ

あなご類

許可番号

船舶名

総トン数

その他
ふぐ類

あか
あまだい

しろ
あまだい

トン

報告書取扱責任者
氏名（個人)又は
名称（法人）

漁区番号

鉢数

操業位置

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱
□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供する
　ことに同意します。

合    計（箱数）

□別添のとおり



年 月 日

農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

□前回の報告と同じ

報告書取扱責任者

船舶名 漁ろうを指揮監督する者

許可番号 漁船登録番号 操業区域

漁業の方法

大西洋等はえ縄等漁業に係る漁獲成績報告書
報告年月日

報告対象期間

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

様式第五

出港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

入港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

乗組員数 人 操業日数 日

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業 操業位置 揚かご
数又は
はえ縄
の鈎数

等

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

総トン数 トン

漁獲量
計

（kg）
陸揚港 備考緯度 経度 　

　
月

　
　
日

陸揚げ

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

合    計

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

□別添のとおり



年 月 日

農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

□前回の報告と同じ

太平洋底刺し網等漁業に係る漁獲成績報告書
報告年月日

報告対象期間

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

様式第六

出港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

入港年月日 年　　月　　日（　　　　　港）

報告書取扱責任者
氏名（個人)又は
名称（法人）

船舶名 漁ろうを指揮監督する者

許可番号 漁船登録番号 操業区域

漁業の方法

乗組員数 人

操業
網の反
数又は
はえ縄
の鈎数

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

総トン数 トン 操業日数

備考緯度 経度 　
　
月

　
　
日

操業位置
漁獲量

計
（kg）

陸揚げ

陸揚港

日

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

合    計

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

トン

月 日

□前回の報告と同じ

人 操業日数

漁獲量計

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類

・記載事項の取扱

□別添のとおり

□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

漁ろうを指揮監督する者

操業区域

漁業の方法

年　　　　　月分

年　　　　　月　　　　　日

許可番号

船舶名

報告年月日

報告対象期間

陸揚

月 日

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

日

報告書取扱責任者

操業
終了
時刻

投網
回数

乗組員数

漁船登録番号

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（日本海・九州西部）

総トン数

投網
開始
時刻

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法
人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

様式第七

□前回の報告と同じ

合    計

漁　区

投網／正午位置操業

陸揚港 備考

□別添のとおり



農林水産大臣　殿 報告年月日

報告対象期間

報告書取扱責任者

操業区域

漁業の方法

トン 操業日数

北緯 東経

月 日 度分 度分

１．群れの型は、分類番号を記入する。分類番号は順に、(01)流木・流れもの、(02)人口筏、(03)船つき、(04)鮫つき、(05)鯨つき、(06)イルカつき、(07)素群・水持、(08)白わき・餌もち、(09)はね群、(10)その他とする。

　□前回の報告と同じ

　□別添のとおり □前回の報告と同じ

様式第八

投網
開始
時刻

陸揚

備考

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(トン)
投網／正午位置

操業
終了
時刻

・記載事項の取扱 　□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

人

信号符字 漁船登録番号許可番号

船舶名

総トン数

漁ろうを指揮監督する者

乗組員数

漁具の規模 長さ　 　　　　　　m

　年　　　　　月分　　

漁獲量計

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（北部太平洋・中部太平洋・南部太平洋）（かつお・まぐろ類）

　年　　　月　　　日　　

操業

月 日

陸揚港

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類

投網
回数

(1)探索
(2)操業

群れの型

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

深さ　　　　　　　　　　　m

日

合    計

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

１．群れの型は、分類番号を記入する。分類番号は順に、(01)流木・流れもの、(02)人口筏、(03)鮫つき、(04)鯨つき、(05)イルカつき、(06)素群・水持、(07)白わき・餌もち、(08)はね群、(09)その他とする。

船舶名

漁船登録番号

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（太平洋中央・インド洋）

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法
人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

様式第九

報告年月日

報告対象期間

　年　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　日　　

報告書取扱責任者

　年　　月　　日～　　年　　月　　日

・記載事項の取扱

合    計

養殖用種苗

尾数
1尾当たりの
平均魚体重

（㎏）

漁獲量計

陸揚

月 日

陸揚港

操業区域

深さ　　　　　　　　　　　　　　　　　m

日

操業 投網／正午位置

かつお そうだがつお
水温

くろまぐろ

魚種別漁獲量（トン）

投網
回数 びんなが

緯度 経度

長さ　　  　　　　　　　　　　　　m

許可番号

総トン数

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

きはだ めばち

投網
開始
時刻

操業
終了
時刻

□前回の報告と同じ　

その他

□前回の報告と同じ□別添のとおり・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類

□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

備考

信号符字

漁ろうを指揮監督する者

乗組員数トン

陸揚状態

群れ
の型

(1)探索
(2)操業

大 中 小

漁業の方法

漁具の規模

操業日数

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

様式第十

　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

報告対象期間 　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　月分

報告書取扱責任者

トン

報告年月日

漁船登録番号

漁ろうを指揮監督する者

大中型まき網漁業に係る漁獲成績報告書（太平洋）（かつお・まぐろ類以外）

・記載事項の取扱

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 　□別添のとおり

投網／正子位置

漁　区

船舶名 漁具の規模

主 従

漁業の方法

従主

許可番号

操業区域

総トン数 トン 乗組員数

備考

人 操業日数

月

漁獲量計

陸揚

陸揚港

日

操業
投網
回数

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(トン)

　　□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、
　　国の関係機関へ提供することに同意します。

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法
人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

長さ　　　　　　　　　　　　　m 深さ　　　　　　　　　　　　　　　m

日

合    計

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

□前回の報告と同じ

□前回の報告と同じ

様式第十一

□別添のとおり

・記載事項の取扱
□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、
　国の関係機関へ提供することに同意します。

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類

トン 総燃油使用量 乗組員数

月 日

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

N・S

E・W

N・S

N・S

N・S

N・S

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

E・W

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・S

N・Sの別

N・S

N・S

N・S

N・S

度分

N・S

N・S

N・S

E・W

日

水揚港
使用した

鯨体処理場の名称

E・W

備考
経度

捕獲までのもり
づつの使用回数

砲手氏名
捕獲した位置

度分

E・W

捕獲時刻追尾開始時刻 捕獲番号 鯨種 体長 性別

E・W

E・W

基地式捕鯨業に係る漁獲成績報告書
報告年月日

報告対象期間

胎児

体長 性別

操業

総トン数

船舶名

乳分泌
の有無

水揚げ

月

漁　区

E・Wの別

年　月　日　～　年　月　日

緯度

人

漁船登録番号

漁ろうを指揮監督する者

年　　　月　　　日

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業区域

漁業の方法

操業日数 日

許可番号

報告書取扱責任者

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

□前回の報告と同じ

様式第十二

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

N・S E・W

・記載事項の取扱
□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、
国の関係機関へ提供することに同意します。

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

N・S E・W

□前回の報告と同じ

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S

N・S E・W

E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

鯨種

N・S E・W

操業
漁　区

追尾開始時刻 捕獲時刻
捕獲までのもり
づつの使用回数

砲手氏名

月 日

乗組員数 人トン

度分 N・Sの別

船舶名

許可番号

総トン数 総燃油使用量

漁船登録番号

漁ろうを指揮監督する者

操業区域

漁業の方法

操業日数 日

氏名（個人)又は
名称（法人）

母船式捕鯨業に係る漁獲成績報告書
報告年月日

報告対象期間
出港年月日

入港年月日

年　月　日（　　　港）

年　月　日（　　　港）

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

捕獲した位置

緯度 経度
捕獲番号

度分 E・Wの別

水揚げ

月 日

水揚港体長 性別
乳分泌
の有無

胎児

年　　　月　　　日

備考

体長 性別

報告書取扱責任者

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

様式第十三

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

報告書取扱責任者

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

陸揚げ

　
　
月

トン 乗組員数 日

許可番号

船舶名

総トン数

操業位置

漁船登録番号

操業

北緯

年　　　　　月　　　　　日　　　

年　　　　　　　　月分　　　

くろまぐろ びんなが めばち きはだ

まぐろ類

かつお
もうかざめ
（ねずみ）

よしきり
ざめ

陸揚港 備考
投網数

（反数）

１反の
長さ

（ｍ）

目合の
大きさ
（cm）

網
表面
水温

（℃） 　
　
日度分

東経

かじき等流し網漁業に係る漁獲成績報告書

報告年月日

報告対象期間

漁ろうを指揮監督する者

あおざめばしょう
かじき

ふうらい
かじき

かじき類

魚種別漁獲量（尾数）

その他
めかじき まかじき くろかじき しろかじき

操業区域

漁業の方法

操業日数人

度分

合    計
漁獲尾数

漁獲重量（kg)

□前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

操業位置

度分 度分

船舶名

総トン数

様式第十四

日

めかじき まかじき くろかじき しろかじき
　
　
日

網

ばしょう
かじき

ふうらい
かじき

陸揚港 備考
１反の
長さ

（ｍ）

投網数
（反数）

目合の
大きさ
（cm）

魚種別漁獲量（尾数）

漁船登録番号

報告年月日

報告対象期間

年　　　　　月　　　　　日　　　

年　　　　　　　　月分　　　

操業区域

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

東シナ海等かじき等流し網漁業に係る漁獲成績報告書

操業

北緯 東経

人

許可番号

びんなが めばち きはだ

まぐろ類

かつお
もうかざめ
（ねずみ）

報告書取扱責任者

よしきり
ざめ

あおざめ

陸揚げ

　
　
月

漁ろうを指揮監督する者

乗組員数

くろまぐろ

漁業の方法

その他

かじき類表面
水温

（℃）

操業日数トン

□前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

合    計
漁獲尾数

漁獲重量（kg)

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

□前回の報告と同じ

様式第十五

陸揚等尾数合計

枝縄長

日

報告年月日 年　　　　　月　　　　　日

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業
開始
時刻

（日本時間）

操業
終了
時刻

投縄回
数

くろまぐろ びんなが めばち

m

漁具の仕立て 操業区域

漁業の方法

操業日数

かじき類 さめ類

よごれ
（ひらがし

ら）
おながざめ類

その他のさめ
類

陸揚等製品重量合計（トン）

使用釣
り鈎数

まかじき くろかじき
ばしょうかじ

き

枝縄間隔 mm受け縄（浮玉）長

備考

１ナイロン  ２その他

きはだ めかじき

操業区域

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 　□別添のとおり

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ　

かつお
漁獲量計

がすとろめかじき
（メカリング）

陸揚港

操業

緯度 経度

かつお・まぐろ漁業に係る漁獲成績報告書（浮きはえ縄・120トン以上）

トン １ナイロン ２その他 枝縄の種類

漁業種類

漁具

幹縄の種類

漁船登録番号

１メカ縄         ２サメ縄       ３その他

1　かつお・まぐろ漁業（専業）　　2　かつお・まぐろ漁業（兼業）

漁ろうを指揮監督する者

乗組員数 人

信号符字許可番号

船舶名

総トン数

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

水温

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

　　年　　月　　日～　　年　　月　　日

みなみまぐろ

まぐろ類

しろかじき

浮玉間
の鈎数

メカリ
ング

使用数 ふうらいかじ
き

よしきりざめ ねずみざめ あおざめ

報告対象期間

報告書取扱責任者

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

□前回の報告と同じ

様式第十六

陸揚等尾数合計

陸揚港 備考
がすとろめかじき

（メカリング）

枝縄間隔 m幹縄の種類 １ナイロン  ２その他 操業日数

1　かつお・まぐろ漁業（専業）　　2　かつお・まぐろ漁業（兼業）

日

操業区域

漁業の方法

浮玉間
の鈎数

ねずみざめ あおざめ

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 　□別添のとおり

m受け縄（浮玉）長

まかじき くろかじき
ばしょうかじ

き
その他のさめ

類

かじき類 さめ類

びんなが めばちみなみまぐろ

まぐろ類

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

メカリ
ング
使用数

１ナイロン ２その他

陸揚等製品重量合計（トン）

使用釣
り鈎数 かつお

漁獲量計

操業区域

漁船登録番号 信号符字 漁業種類

枝縄の種類

枝縄長

乗組員数

操業
開始
時刻

（日本時間）

操業
終了
時刻

投縄回
数

くろまぐろ

かつお・まぐろ漁業に係る漁獲成績報告書（浮きはえ縄・120トン未満）

トン

操業

入港年月日

水温

m

漁具の仕立て

漁ろうを指揮監督する者

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

緯度 経度

許可番号

船舶名

総トン数

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

ふうらいかじ
き

きはだ めかじき

報告年月日

人

１メカ縄         ２サメ縄       ３その他漁具

よごれ
（ひらがし

ら）
おながざめ類しろかじき

年　　　　　月　　　　　日

年　　月　　日（　　　　　港）

年　　月　　日（　　　　　港）

報告対象期間

報告書取扱責任者

出港年月日

よしきりざめ

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日 度分 NSの別 度分 EWの別

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

N・S E・W

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり □前回の報告と同じ

様式第十七

許可番号

船舶名

総トン数

操業区域

漁獲量計（トン）

そうだかつお その他

漁獲量
（トン）

目廻り
（㎏）

漁獲量（トン）
目廻り
（㎏）

人
　（台）

漁ろうを指揮監督する者

つり手人数
（釣り機台数）

人

経度

めばち操業
(釣

り)回
数

水温

かつお びんなが

目廻り
（㎏）

 出港年月日　　

操業

緯度

乗組員数トン

漁獲量（トン）
目廻り
（㎏）

漁獲量（トン）

報告年月日

報告書取扱責任者

陸揚港

年　　　　　月　　　　　日

報告対象期間

備考
目廻り
（㎏）

漁獲量（トン）
目廻り
（㎏）

この航海の漁獲金額（万円）

この航海の漁獲量（トン）

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(漁獲量(トン)・目廻り（㎏）)

漁獲量（トン）

　入港年月日　　

年　　月　　日（　　　　　港）

年　　月　　日（　　　　　港）

かつお・まぐろ漁業に係る漁獲成績報告書（釣り）

きはだ

漁船登録番号

くろまぐろ

漁獲量（トン）

住所（個人）
又は

主たる事務所の所
在地（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

操業区域

漁業の方法

操業日数 日

□前回の報告と同じ

・記載事項の取扱

操業
開始
時刻

操業
終了
時刻

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

様式第十八

操業区域

漁業の方法

操業日数

からふ
とます

べに
ざけ

ぎん
さけ

ますの
すけ

その他
ますの
すけ

報告書取扱責任者
氏名（個人)又は
名称（法人）

計

ぎん
さけ

ますの
すけ

その他 計

揚網反数

計
40
間切

50
間切

60
間切

合    計（尾数）

計
べに
ざけ

しろ
ざけ

漁区
番号度分

べに
ざけ

しろ
ざけ

からふ
とます

中型さけ・ます流し網漁業に係る漁獲成績報告書

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人） 報告対象期間 年　　　　　　　　　　月分　　　

報告年月日 年　　　　　　月　　　　　　日　　　

操業

北緯 東経
備考

人

陸揚げ

　
　
月

計

陸揚港
生 塩

　
　
日

許可番号

船舶名

総トン数 トン

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　（尾数)

その他

乗組員数

操業位置

ぎん
さけ

漁船登録番号

漁ろうを指揮監督する者

度分

しろ
ざけ

からふ
とます

日

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、
　国の関係機関へ提供することに同意します。

□前回の報告と同じ

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日

□前回の報告と同じ

様式第十九

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業区域

漁業の方法

操業日数

報告対象期間 年　　　　　　　　月分　　　

報告年月日 年　　　　　月　　　　　日　　　

乗組員数

報告書取扱責任者

混獲魚漁獲量（ｋｇ）

陸揚港

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

操業位置

度分 度分

漁船登録番号

操業

北緯 東経

人

許可番号

船舶名

総トン数

漁ろうを指揮監督する者

カタクチイワシ

漁獲量
（トン） 大（％）

29cm以上
中（％）
24-29cm

小（％）
20-24cm

ナンキン
（％）

20cm以下

魚体の型（全体で100％となるよう記入）

備考
さば スルメイカ その他

トン

表面
水温

（℃）
網数 　

　
日

マイワシ

陸揚げ

　
　
月

□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する
　取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

日

北太平洋さんま漁業に係る漁獲成績報告書

合    計（トン）

□別添のとおり



農林水産大臣　殿 年 月 日

年 月分

月 日

□前回の報告と同じ

様式第二十

人

ずわいがに漁業に係る漁獲成績報告書

報告年月日

報告対象期間

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

漁獲量
計

（kg）

報告書取扱責任者

乗組員数

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地（法
人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業区域

漁業の方法

操業日数 日

船舶名 漁ろうを指揮監督する者

漁　　区

陸揚げ

陸揚港 備考　
　
月

　
　
日

許可番号 漁船登録番号

総トン数 トン

水深
(ｍ)

揚かご
数等

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

操業 操業位置

合    計

□別添のとおり



農林水産大臣　殿 年 月 日

年 月分

月 日

□前回の報告と同じ

様式第二十一

魚　　　種　　　別　　　漁　　　獲　　　量　　(㎏)

日本海べにずわいがに漁業に係る漁獲成績報告書

報告年月日

報告対象期間

備考　
　
月

　
　
日

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

漁獲量
計

（kg）

陸揚げ

陸揚港

報告書取扱責任者

許可番号 漁船登録番号

氏名（個人)又は
名称（法人）

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱 □上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、国の関係機関へ提供することに同意します。

揚かご
数

操業区域

漁業の方法

操業日数 日

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況 □前回の報告と同じ

漁　　区

トン 人

船舶名 漁ろうを指揮監督する者

操業 操業位置
揚かご
水深
(ｍ)

総トン数 乗組員数

合    計

□別添のとおり



農林水産大臣　殿

月 日 西経

□前回の報告と同じ

様式第二十二

いか釣り漁業に係る漁獲成績報告書

合    計（kg)

使用釣具数

するめいか あかいか つめいか

魚種別漁獲量（ｋｇ）操業

人

許可番号

船舶名

総トン数

漁船登録番号

漁ろうを指揮監督する者

トン

操業位置

漁区番号
やりいか

けんさき
・ぶどう

その他
大海区

度分 度分

北緯 経度 備考
機械 手釣

乗組員数

　年　　　月　　　日（　　　　　港）

　年　　　月　　　日（　　　　　港）

報告書取扱責任者

住所（個人）
又は

主たる事務所の所在地
（法人）

氏名（個人)又は
名称（法人）

操業区域

漁業の方法

操業日数

報告年月日 年　　　　月　　　　日　　

報告対象期間

出港年月日

入港年月日

□上記報告の内容について、国が実施する水産資源の資源評価、操業実態の把握、国際的な枠組みにおける資源管理その他の漁業生産力の発展に資する取組に活用するため、
　国の関係機関へ提供することに同意します。

□前回の報告と同じ

・最終の損益計算書その他の最近における損益を知ることができる書類 □別添のとおり

・記載事項の取扱

・資源管理に関する取組の実施状況その他の資源管理の状況

日

□別添のとおり




